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志摩町師吉地区

学部3年福島由紀 子

学部2年堤 沙織

学部2年広瀬 集

調査日平成10年3月10日（火）

関取話者深江治夫氏（大正10年9月生）、牧園正月氏（大正11年1月生）

牧園淳一氏（大正13年5月生）、牧園照和氏（昭和元年12月生）

吉村秋夫氏（昭和3年9月生）、深江友喜氏（昭和10年10月生）

〔地名〕

① 聞き取りによって採集できた地名

・イカノクロミ…名切の一部。

・ドウケ…洪水が頻繁におこり、米もよくできるO 「これはどういうことだ」という驚きからきた地名。

大瀬町、龍門辺り 0

・元禄開（ゲンロクビラキ）…大石、大字小富士にかかる地名。→付属地図参照

・天台（テンダイ）…天ヶ浦辺り。

※「浦」のつく地名…以前海辺にあった場所。

※初川は寵門川（ドウモンガワ）とも呼ばれている。

② 「明治十五年字小名調」には見えるが、現在使われていない地名

荒之田、西和田、大城

③ 「明治十五年字小名調」に見え、現在正式な小字で、はないが使われている地名

割山

④ 「明治十五年字小名調」とは漢字が異なる地名

・烏渡→烏頭（ウド）

・呉給→五給（ゴキュウ）

・有野木→柚木（ユウノキ）

・大浦の上→大浦上（オオウラノカミ）

・大瀬町→大畝町（オオセマチ）

※東岩松→現在は「岩松」となっている。

⑤新たに加わった地名

高山、西長尾、一町田、下

・門ノ原→門原（カドノハラ）

・松原→松原（マツバラ）

・御堂ノ後→御堂後（ミドウノゴ）

・呉掛→塊掛（クレカケ）

・尾田石→小田石（オダイシ）

※師吉団地…渇水時にみかんを栽培するブームが起こり、みかんを出荷していたが、次第にみかんの

値が下がり、採算が合わなくなったために栽培されなくなった。のちに、みかん畑は住

宅地（ニ師吉団地）となった。
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〔水利〕

① 溜池について

師吉には水を利用できるくらいの川がなかったため、溜池が多く作られている0

・割山溜池

・長浦溜池

・西長浦溜池 おそらく江戸時代に作られたと思われる。

・高浦溜池

・軒足溜池

・出ノ浦溜池…昭和16年に作られた。この溜池が作られてから、溜池の権利は全地区同権となった。

他の溜池に比べて高い所にあるため、他の溜池に水を流せるという点で最も重要な溜

池。

※白岸溜池…師吉地区にあるが、所有しているのは初。

※田中溜池…小富士所有の田（二元禄開）とこの溜池を交換したため、師吉地区にあるが、水利権は

小富士にある。

－溜池の水の利用－

水をヲ｜く水番が数名決められ、各田に配水された。順番は厳しく決まっており、規則を破る人は

いなかったため、罰則は特になかった。 5月1日から、早期米のために水出しされる。

② 水をめぐる争い

(1) 辺回（小富士地区）との争い

可也山から辺田に流れている川を、 トンネルを作って師吉に流れるようにしたことが原因。 トン

ネルは今でも残っているらしいが、場所は不明。（山は師吉のものでも、川の水利権は流れてい

る地区（＝辺田）にあるとされており、自然の流れを変えるのはよくないとされていた。）

(2）小金丸との争い

※（1）、（2）ともにいっ頃のことであるかは明らかではないが、溜池が作られる以前のことであると思わ

れる。

③ 渇水時

井戸掘り、国の補助でしのいだ。師吉にはあまり雨が降らなかったため、渇水対策として溜池が作

られた。（他地区との水利権争いを避ける意味でもあった。）

④ 排水地

名切の田と初川の川底はほぼ同じ高さにあるので、水はけが非常に悪かった。そのため、昭和47～

48年頃に、名切から初川沿いに作られた。（名切はもともと海だった。）

〔可也山〕

・頂上には神社があり、上の方は共同組合の手により植林され、現在は区有林となっている。また、

管理も組合の手による（大体60人ほどの共同所有）。

・下の方は個人の所有。

・可也山の石は大坂城石垣や、日光東照宮の鳥居の土台（黒田侯から献上）に利用されている。加工
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しやすい石で、「八間石」、「切石」とも言われていた。花崩岩0

・可也山の頂上の石を、 3回まわって投げると願いがかなうと言われていた（投石）。

・頂上の大きな石の上から下を見ると眺めが良く、その石が雲のような形の石だったことから「雲見

石Jと言われていた。

・元禄開について

元禄時代に聞かれた干拓地で、干拓の際に堤防がどうしても決壊してしまうことから、この堤防に

ユウシン（旅人、僧か）という人物が人柱として立ったという伝説が残っている。

〔祭礼〕

1月2白 書き初め

ナイゾメ

7日 ホンゲンギョウ：青竹を焼き、この火で餅をあぶって雑煮にして食べていた。

組合の手による。

14日 もぐら打：地域ごとに行なわれる。

3月3日 おひなさま

チカラモチ

7月上旬 千度汐い：田植え後に、子供たちによって行なわれる夏祭り。

子供たちが寺に一泊し、その翌朝早くに小金丸の海岸で松の小枝を海水に浸ける。

8月7日七 夕

13日～20日 盆踊り：初盆の各家庭をまわる。この時、初を通る。

9月2日（上旬） 風止：大風（台風）が来ないうちに、各地区にある鎮守の宮に寵もる行事。龍もる

ことを「御龍もり」と言う。

旧暦の二百十日前に行なわれる。

10月16日 神亀：新穀祭。他地区は昼に行なうが、師吉は夜に行なう。

この前日に注連縄を編み、「お注連下ろし」（古い注連縄を下ろす）と、「お注連上げ」

（新しく編んだ注連縄を付ける）を行なう。注連縄については、地区ごとの組合の持

ち回りで編まれ、取りはずし、取り付けがなされる。

末日 神立ち：出雲に向かう神々を送る。この時に、太鼓を叩く。

11月末日 神待ち：出雲から戻る神々を迎える。この時も太鼓を叩く。

この後、この行事に参加した人々は、家々の庭に吊された干柿等を取っても、何も

言われなかった。

12月10日 宮座：鎮守の宮で行なわれる行事。

当番の組合が甘酒や食事を用意する。各地区から、大人はひとりずっ、子供は男の子

のみ皆参加できた。

センバダキ：白岸地区で行なわれる雨ごいの儀式。

可也山で焚物をする（雨は降ることもあったらしい）。
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